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看護とエビデンス・なぜそれが必要か？ 

―統計学で示す真実とは― 
（一般向け講座） 

 
人は誰でも健康に悪いことを控え、良いことを実践したいと思います。また、患者

として治療を受けるなら、最も効果がある治療を受けたいと考えるのが当然です。こ

のように健康に効果がある・ないという判断には、実は多くの人から集めたデータを

解析して、科学的に証明することが必要であり、こうしたデータによる証明を「エビ

デンス」と言います。そして、データで科学的に証明するために必要な学問が、「統計

学」です。統計学といっても難しく考える必要はありません。まずはちゃんと数を数

える、ということが重要です。個人の経験や思い込みだけで、どちらか一方をよいと

判断しないためにも、客観的に考えることです。そのうえで、数字を鵜呑みにしない

こと･･･。 
 では、なぜ看護職に統計学が必要なのでしょうか。自分たちの実践する看護が、本

当にベストなものなのか、常に振り返り改善していくことは、専門職としての使命で

す。そのためにも、データを客観的にみる能力、データを作り出す能力はとても大切

だと思いませんか。 
  本講座では、前半では身近な健康情報を用いて、統計学で示すエビデンスとは何

かについて話します。後半では看護に焦点をあて、患者さん個人個人に寄り添うケア

の個別性（主観的）と、データという集団がもたらす全体性（客観的）との関係につ

いても、思考をめぐらしてみようと考えています。 
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本件に関するお問い合せ先 

千葉大学看護学部（学部学務係 山田 眞規子） 
Tel：043-226-2453 Fax：043-226-2382 
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